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４．本時について（３／８）
：被加数が加数より小さい場合の計算の仕方を考える活動を通して、加数を１０にする方法が（１）ねらい
あることに気付き、加数を１０にして計算することできる。

（２）本時の展開例

ねらい 主 な 学 習 活 動 みとどけ（○）と段階
指導・援助（・）

つ ○問題から式をつ 問題 ○既習の式と比べること
か くり、被加数を たまごが ちいさい かごに ４こ、 ができたか。
む 加数より小さい おおきい かごに ８こ あります。 ・既習の式を黒板に書い

ことに気付くこ あわせると なんこに なるでしょう。 て示し 「違いはどこ

（

、
とができる。 かな」と問いかける。10

分 １ 問題から式をつくり、式を比べて課題を見付け
る。

）

・式は、４＋８です。
・わけはあわせるとあるから、たし算になります。
・これまでは前の数が大きかったけれど、今日は後
ろの数の方が大きいです。
４＋８を ぶろっくを つかって けいさんの
しかたを かんがえよう。

し ○４＋８の計算の ２ ４＋８の計算の仕方をブロックを操作と式で考 ○１０のまとまりをつく
ら 仕方を１０のま える。 って計算の仕方を考え
べ とまりをつくっ ・１０のまとまりをつくれば、１０といくつで答え ているか。
る て考えることが がすぐに見付かるよ。 ・できない子には 「、

できる。 １０のまとまりをつく

（

」 、10 ってごらん と助言し
分 できたことを認める。

・できた子には 「１０

）

、
のまとまりをつくって
計算できたね」と価値
付け どうして８ も、「 （
しくは４）を１０にし
たのかな 」とその根。
拠を問いかける。

み ○計算の仕方を交 ３ 計算の仕方を交流して、２つの方法の同じとこ ○２つの計算の仕方があ
つ 流して、加数を ろや違うところを見付ける。 ることを理解する。
け １０にする方法 ・どちらも１０のまとまりをつくって計算している ・黒板に動かしている途
る があることに気 ね。 中のブロックの様子を

付く。 ・ 加数分解）は、これまでの方法と同じやり方だ 示したり、再度やって

（

（
からいいと思います。 みせてから 「どちか10 、

分 ・ 被加数分解）は、ブロックを２個動かせばいい が簡単であるか」と問（
ので簡単に計算ができます。 いかける。

）

あ ○被加数分解で計 ４ 別の式を被加数分解で繰り返しペアで練習をす ○加数を１０にして式で
じ 算することがで る。 お話しながら計算する
わ きる。 とができる。
う ・できない子には 「後、

ろの数を１０にする

（

よ」と助言したり、そ15
分 れでもできないときに

はブロックを一緒に操

）

作したりする。

５ 計算練習をする。
・３＋８ ・４＋７ ・５＋９ ・３＋９

＜加数分解＞

４はあと
６で１０
８を６と
２に分け
る。
４と６で
１０
１０と２
で１２

4 8 12＋ ＝

10 6 2

＜被加数分解＞

８はあと
２で１０
４を２と
２に分け
る。
８と２で
１０
１０と２
で１２

4 8 12＋ ＝

2 2 10

＜問題＞
４＋７
は
いくつ
かな。

＜答える＞
4 7 11＋ ＝

10
1 3
、 。まず ７はあと３で です10
、 。次に を３と１に分けます4
、 。それから ３と７で です10

だから、 と１で です。10 11


